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鎌
倉
の
若
宮
大
路
に
東
面

す
る｢

湯
浅
物
産
館｣

(

雪

ノ
下)

が
今
年
度
の
国
の
登

録
有
形
文
化
財(

建
造
物)

に
登
録
さ
れ
る
旨
の
答
申
が

７
月
に
文
化
庁
文
化
審
議
会

に
出
さ
れ
た
。

　
同
館
は
１
９
３
６
年
（
昭

和
11
）
に
貝
細
工
の
製
造
加

工
・
卸
売
り
の
店
舗
と
し
て

新
築
。
間
口
６
間
、
奥
行
11

間
半
の
２
階
建
て
で
、
横
浜

の
貿
易
商
社
を
模
し
た
と
い

う
外
観
は
、
木
造
の
建
物
の

前
に
装
飾
を
施
し
た
「
看
板

建
築
」
と
呼
ば
れ
、
店
の
奥

に
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト

付
き
の
吹
抜
け
を

設
け
た
近
代
的
な

つ
く
り
。
正
面
は
ス
ク
ラ
ッ

チ
タ
イ
ル
貼
り
と
し
、
２
階

に
６
連
の
額
縁
飾
付
半
円

ア
ー
チ
窓
を
配
し
て
意
匠
を

凝
ら
し
、
街
路
景
観
に
彩
り

を
添
え
る
。

　
２
０
１
４
年
か
ら
地
元
の

建
築
業
者
・
清
興
建
設
に
よ

る
耐
震
工
事
が
行
わ
れ
、
外

観
は
そ
の
ま
ま
、
内
部
空
間

の
最
小
限
の
変
更
の
み
で
必

要
な
耐
震
性
を
確
保
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
、
日
本
建
築

防
災
協
会
の
15
年
度
の
「
耐

震
改
修
優
秀
建
築
賞
」
を
受

賞
し
て
い
る
。

　
映
画
の
国
際
交
流
に
尽
力

し
た
川
喜
多
長
政
・
か
し
こ

夫
妻
の
別
邸
と
し
て
昭
和
初

期
頃
に
建
築
さ
れ
た
木
造
２

階
建
て
洋
館
、
石
島
家
住
宅

主
屋（
雪
ノ
下
）も
登
録
の
答

申
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
鎌
倉
市
内
の
登
録
有
形
文

化
財
は
34
件
に
な
る
予
定
。
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＊
鎌
倉
文
化
圏
　
こ
れ
か

ら
し
ば
ら
く
逗
子
・
葉
山
の

ア
ー
ス
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

訪
ね
ま
す
。
前
回
ま
で
続
け

て
き
た
鎌
倉
と
は
歴
史
・
文

化
を
共
有
す
る
町
で
す
か

ら
、
縁
の
あ
る
社
寺
や
史
跡

は
豊
か
で
す
。
逗
子
地
区

は
、
Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
周
辺
、
桜

山
、
東
逗
子
駅
周
辺
、
池
子
、

小
坪
を
め
ぐ
り
ま
す
。
葉
山

町
も
５
区
に
分
け
て
訪
ね
る

予
定
で
す
。

　
＊
亀
岡
八
幡
宮
の
歴
史
　

コ
ロ
ナ
感
染
の
心
配
も
あ
っ

て
、
大
根
会
は
ご
く
少
人
数

で
し
た
。
初
め
に
訪
ね
た
の

は
、
Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
と
は
目
と

鼻
の
先
に
あ
る
亀
岡
八
幡
宮

で
す
。
逗
子
地
区
の
鎮
守

で
、
八
幡
大
神
社
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代

に
鶴
岡
八
幡
宮
に
準
え
て
現

在
名
に
し
た
よ
う
で
す
が
、

境
内
が
こ
ん
も
り
し
た
砂
丘

で
、
こ
れ
も
亀
を
連
想
さ
せ

ま
す
。

　
古
い
社
で
、
鎌
倉
時
代
に

造
ら
れ
た
本
尊
の
阿
弥
陀
三

尊
は
、
今
も
延
命
寺
に
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
＊
ご
神
木
の
力
　
境
内
へ

は
逗
子
市
役
所
側
の
鳥
居
か

ら
入
る
の
が
正
式
で
す
が
、

東
側
に
も
木
の
鳥
居
が
あ
り

ま
す
。
会
を
主
導
さ
れ
る
大

根
師
は
、
両
方
の
鳥
居
の
前

で
足
を
止
め
ま
し
た
。
手
を

打
つ
響
き
が
変
わ
る
と
い
い

ま
す
。
境
内
全
域
に
パ
ワ
ー

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
案
の
定
、
ス
ポ
ッ
ト
は
そ

こ
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。
東

側
の
鳥
居
の
手
前
に
２
カ

所
、
潜
っ
た
所
に
１
カ
所
。

大
ケ
ヤ
キ
の
前
で
も
、
参
加

者
は
釘
づ
け
に
な
り
ま
し

た
。
高
さ
17
㍍
、
幹
回
り
３

㍍
余
、
ご
神
木
の
貫
禄
十
分

で
す
。
み
ん
な
並
ん
で
幹
に

手
を
当
て
、
割
っ
て
入
る
隙

間
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　「
足
の
裏
ま
で
温
ま
る
」

「
吸
い
込
ま
れ
る
感
じ
よ
」

「
左
の
手
の
ひ
ら
が
熱
い
わ
」

「
南
側
の
幹
の
方
が
暖
か
い

の
繁
栄
を
願
っ

て
建
て
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
は
社

殿
前
の
石
段
の

左
右
に
香
り
を

感
じ
さ
せ
る
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
で
す
。
社

殿
の
裏
に
も
、
微
小
な
パ

ワ
ー
を
発
す
る
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
、
姿
勢
の
ぐ
ら
つ
く
人

が
い
ま
し
た
。

　
た
だ
足
元
に
石
灯
籠
の
破

片
が
、
半
ば
埋
ま
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
気
持
ち
の
い
い

ス
ポ
ッ
ト
で
は
な
い
と
い
う

人
が
い
ま
し
た
。

　
＊
御
最
期
川
の
石
碑
と
墓

石
　
亀
岡
八
幡
宮
の
参
拝
後

は
、
清
水
橋
近
く
の
三
浦
胤

義
の
遺
児
の
碑
と
延
命
寺
を

め
ぐ
り
ま
し
た
。
三
浦
胤
義

は
、
承
久
の
乱
で
朝
廷
方
の

将
軍
と
し
て
幕
府
軍
と
戦
っ

て
敗
れ
た
武
士
で
す
。
悲
劇

は
子
供
に
も
及
び
、
こ
の
地

で
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
田
越

川
は
御
最
期
川
と
も
呼
ば
れ

ま
し
た
。
河
原
は
刑
場
で
も

あ
っ
た
の
で
す
。

　
昔
は
尼
僧
の
住
む
庵
が

あ
っ
て
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
夏
草

の
中
に
立
つ
ば
か
り
で
す
。

　
大
根
師
は
、
石
碑
の
10
㍍

ほ
ど
手
前
で
手
を
合
わ
せ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
位
置
が
ス

ポ
ッ
ト
か
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
尋
ね
て
も
返
事
は
頂
け

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
延
命
寺
は
、
奈
良
時
代
に

始
ま
る
古
寺
で
す
が
、
戦
国

時
代
、
北
条
早
雲
に
敗
れ
た

三
浦
氏
主
従
の
墓
を
守
る
寺

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
墓

地
と
隣
接
す
る
厨
子
弁
財
天

堂
の
左
、
花
木
立
の
辺
り
で

す
。

　
鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
第
37
回
定
期
演
奏
会

が
８
月
30
日
、
鎌
倉
芸
術
館

で
開
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
無
観
客
の
演
奏
会
で
、

後
日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど

で
一
般
へ
の
配
信
を
予
定
。

　
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
小

学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

ま
で
56
人
が
在
籍
し
、
創
立

者
の
田
辺
四
郎
さ
ん
（
89
）

ほ
か
、
音
大
出
の
プ
ロ
が
各

パ
ー
ト
の
指
導
に
あ
た
る
。

１
９
８
４
年
（
昭
和
59
）
の

結
成
以
来
、
毎
年
、
演
奏
会

を
開
い
て
い
る
が
、
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
る
外
出
自
粛
の
た

め
、
練
習
を
再
開
し
た
の
は

６
月
か
ら
で
恒
例
の
合
宿
を

で
き
な
か
っ
た
。
８
月
14
〜

16
の
３
日
間
、
藤
沢
の
練
習

場
で
集
中
練
習
を

行
っ
た
。

　「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
テ
ー
マ
」「
弦
楽

セ
レ
ナ
ー
デ
」、「
カ

ル
メ
ン
」
な
ど
の
演

奏
を
副
指
揮
者
・
長

崎
亜
星
さ
ん
が
指
揮

を
し
た
が
、
80
歳
を

越
え
て
も
な
お
指
導

を
つ
づ
け
る
田
辺
さ

ん
も
自
作
の
Ｋ
Ｊ
Ｏ
（
鎌
倉

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）

マ
ー
チ
な
ど
で
指
揮
棒
を

振
っ
た
。

　
鎌
倉
Ｆ
Ｍ
で
10
月
６
日
20

時
と
11
日
９
時
放
送
予
定
。

　
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
☎
０
８
０
・
５
５
１

２
・
６
１
３
７

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
の
な

い
日
本
を
創
る
こ
と
を
目
的

に
、
環
境
保
全
に
関
す
る
研

修
育
成
や
研
究
開
発
な
ど
の

事
業
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
リ
ー

ジ
ャ
パ
ン
」（
鎌
倉
市
・

小
島
政
行
代
表
）
の
海

岸
清
掃
が
８
月
10
日
、

鎌
倉
の
由
比
ガ
浜
海
岸

で
行
わ
れ
、
会
員
ら
20

余
人
が
参
加
し
た
＝
写

真
。

　
休
日
の
人
出
の
多
い

午
後
３
時
前
後
の
活
動

を
、人
に
み
て
も
ら
い
、

い
っ
し
ょ
に
拾
っ
て
く

れ
る
人
を
募
ろ
う
と
い
う
企

画
で
、
事
前
に
環
境
保
全
を

呼
び
か
け
る
イ
ラ
ス
ト
を
み

ん
な
で
書
い
て
も
ら
い
、
そ

れ
を
プ
ラ
カ
ー
ド
に
し
て
背

負
っ
て
清
掃
し
た
。

　
茅
ヶ
崎
の
山
崎
鮎
美
さ
ん

は
気
候
変
動
対
策
の
強
化
と

改
善
を
訴
え
る
若
者
を
中

心
に
、「
フ
ラ
イ
デ
ー
ズ
・

フ
ォ
ー
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」

の
運
動
を
し
て
い
る
。「
花

火
の
燃
え
カ
ス
や
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
の
ほ
か
、
波
打
ち
際

に
も
流
れ
着
い
た
ゴ
ミ
が
目

立
つ
」
と
話
す
。

　
湘
南
台
か
ら
家
族
４
人
で

来
た
曽
我
菜
々
美
さ
ん(

高

２)

は
「
思
っ
た
以
上
に
ゴ

ミ
が
多
く
て
瓶
ビ
ー
ル
の
ふ

た
ま
で
あ
っ
た
」
と
驚
く
。

　
神
奈
川
県
海
水
浴
場
組
合

連
合
会
の
小
西
美
恵
子
会
長

も
活
動
に
加
わ
り
、「
今
年

は
海
水
浴
場
を
開
設
し
て
い

な
い
が
、
朝
晩
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
を
し
な
が
ら
見
守
り

を
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い

た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
海
守
ろ
う

プ
ラ
カ
ー
ド
背
に
清
掃
活
動

「音楽をみんなで楽し
もう」と語る田辺さん

鎌倉ジュニアオーケストラの練習
風景＝８月 16 日新堀ライブ館で

コ
ロ
ナ
禍
で
無
観
客
演
奏
会

コ
ロ
ナ
禍
で
無
観
客
演
奏
会

鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

湯浅物産館

石島家住宅主屋

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

湯
浅
物
産
館

石
島
家
住
宅

大

貫

昭

彦

逗
子
の
パ
ワ
ー
地
図

よ
」。
様
々
な
感
想
が
聞
こ

え
ま
す
。

　
＊
社
殿
の
不
思
議
な
写
真

　
社
殿
の
周
り
で
も
、
２
つ

の
ス
ポ
ッ
ト
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
拝
殿
前
に
あ
る
賽
銭

箱
の
右
手
で
す
。
足
の
裏
が

温
ま
る
と
い
う
声
を
耳
に
し

ま
し
た
。

　
も
う
１
つ
は
社
殿
の
横
。

幣
殿
の
軒
下
の
辺
り
で
す
。

拝
殿
、
幣
殿
、
神
殿
と
３
つ

の
建
物
が
連
結
す
る
様
子
を

撮
っ
た
と
こ
ろ
、
幣
殿
の
軒

下
に
船
形
の
光
が
写
り
ま
し

た
。
大
根
師
は
、
悪
い
光
で

は
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

厳
粛
な
光
の
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。

　
＊
繁
栄
稲
荷
社
の
香
り
　

本
殿
の
左
に
は
、
稲
荷
社
の

立
つ
小
山
が
あ
り
ま
す
。
満

栄
稲
荷
社
で
す
。
成
り
立
ち

は
不
明
で
す
が
、
逗
子
は
戦

国
時
代
に
は
城
が
置
か
れ
、

賑
わ
っ
た
所
で
す
か
ら
、
町

亀
岡
八
幡
宮

延
命
寺

亀
岡
八
幡
宮
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
地
図


